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急
速
な
人
口
減
少
・
・
・
。
こ
の

局
面
を
脱
す
る
た
め
に
政
府
が
示
し

た
方
針
が
『
地
方
創
生
』
で
す
。

　
『
地
方
創
生
』
は
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、

東
京
圏
へ
の
過
度
な
人
口
集
中
を
是

正
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ

い
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
将
来

に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会
を

維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
地
方

が
ど
の
よ
う
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

く
か
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
ま
と
め
た

も
の
が
各
地
方
公
共
団
体
が
策
定
す

る
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
す
。

　

滑
川
市
で
は
、
総
合
戦
略
を
策
定

す
る
に
あ
た
り
、「
滑
川
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
45
年
後
に
お

け
る
市
内
の
目
標
人
口
を
３
万
人
、

女
性
が
一
生
の
間
に
産
む
子
ど
も
の

数
を
示
す
合
計
特
殊
出
生
率
の
目
標

値
を
２
・
07
人
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
こ

の
先
５
年
、
２
０
１
９
年
（
平
成
31

年
）
ま
で
の
戦
略
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

い
た
も
の
が
『
滑
川
市
ひ
と
・
ま
ち
・

産
業
（
し
ご
と
）
創
生
総
合
戦
略
（
以

下
、
滑
川
市
総
合
戦
略
）』
で
す
。

※
総
務
省
統
計
局
よ
り
10
月
20
日
に

　

公
表
さ
れ
た
人
口
推
計
に
お
け
る

　
確
定
値
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地
方
創
生
を
す
す
め
、
人
口
減
少

社
会
を
乗
り
切
る
と
と
も
に
、
活
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く

た
め
、
本
市
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
く
か
を
ま
と
め
た

『
滑
川
市
ひ
と
・
ま
ち
・
産
業
（
し

ご
と
）
創
生
総
合
戦
略
』
を
、
10
月

末
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
本
戦
略
を
策
定

す
る
に
至
っ
た
経
緯
や
、
戦
略
の
内

容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
か
ら
45
年
前
と
な
る
１
９
７
０

年
（
昭
和
45
年
）、
国
内
で
は
大
阪

万
博
の
開
催
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
ブ
ー
ム

の
到
来
、
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事

件
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
解
散
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
度
経
済
成
長
期
が
終
わ
り
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
た
そ
の
時
代
、
市

内
で
は
東
福
寺
野
自
然
公
園
に
「
青

少
年
の
家
」
が
オ
ー
プ
ン
、ス
ー
パ
ー

農
道
の
整
備
開
始
、
千
鳥
ス
キ
ー
場

の
完
成
な
ど
、
現
在
の
本
市
の
基
盤

と
な
っ
て
い
る
基
幹
道
路
や
公
共
施

設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
基
幹
整
備
の
ほ
か
、
第

二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
到
来
も
相

ま
っ
て
、
市
内
の
人
口
は
少
し
ず
つ

で
す
が
増
加
し
て
い
き
、
２
０
０
４

年
（
平
成
16
年
）
ご
ろ
ま
で
増
加
が

続
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
45
年
。
国
内
の
総
人
口

は
２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
の
１

億
２
８
０
８
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
り

続
け
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

５
月
１
日
現
在
（
※
）、
国
内
の
総

人
口
は
１
１
８
万
人
減
の
１
億
２
６

９
０
万
人
余
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
市
も
同
様
に
人
口
減

少
の
一
途
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
続
け
ば
、

経
済
の
縮
小
や
生
活
水
準
の
低
下
な

ど
に
よ
り
、
各
地
方
公
共
団
体
の
存

続
は
も
と
よ
り
、
究
極
的
に
は
国
の

持
続
性
す
ら
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
な
人
口
推
移
の
可
能
性
と

し
て
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
で
は
、
現
在
か
ら
45
年
後
の

２
０
６
０
年
（
平
成
72
年
）
に
は
国

内
の
総
人
口
が
８
６
７
４
万
人
に
な

る
と
試
算
。
本
市
に
つ
い
て
は
現
在

の
人
口
か
ら
１
万
人
以
上
減
少
し
、

２
万
１
５
０
０

人
ほ
ど
に
な
る

と
試
算
し
て
い

ま
す
。

時
を
遡
る
こ
と
45
年

脱
却
で
き
ぬ
少
子
化

地
方
主
体
の
取
り
組
み
を

滑川市ひと・まち・産業（し
ごと）創

生総合戦
略を策定しました

地域経済低迷

人口減少

地域活力の衰退

▲

▲

▲

「ひと」が元気 「産
しごと
業」が元気

「まち」が元気

地域の活性化生産・消費・所得
の拡大

人材の流入・
定住

基本目標１

■�結婚・妊娠・出産・育児の切れ目な
い支援
→�若者が結婚を前向きに捉えられるよ
う、意識啓発を進めるとともに、出
会い・結婚につながるサポート体制
を充実します。
■�児童生徒の教育支援の強化
→�地域の担い手となる子どもたちに対
し、故郷を思う意識の醸成や郷土愛
を育む国際感覚を身につけた人材育
成を図るなど、教育施策の充実を図
ります。

■�多世帯同居、近居住まいの推進
→�子どもから高齢者までの多世代が互
いに支え合い、子どもを安心して産
み育てられ、また高齢者が安心して
暮らすことのできる良好な住環境整
備を進めます。
■高齢者福祉の充実
→�高齢者がこれまでに培ってきた豊富
な経験や技術・知識を活かしながら
生きがいと自信を持って活躍しても
らえるよう、社会参加機会や就労機
会の拡大を推進します。

▲

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
は
死
亡
（
自
然
減
）、
転
出
（
社

会
減
）
を
減
ら
し
、出
生
（
自
然
増
）、

転
入
（
社
会
増
）
を
い
か
に
増
や
す

か
が
重
要
で
す
。

　
『
滑
川
市
総
合
戦
略
』
で
は
、「
ひ

と
」「
ま
ち
」「
産
業
（
し
ご
と
）」
の

３
分
野
が
そ
れ
ぞ
れ
元
気
に
な
る
こ

と
を
目
標
に
、
全
１
５
５
事
業
を
設

定
。
１
０
３
事
業
は
こ
れ
ま
で
市
が

展
開
し
て
き
た
「
子
ど
も
第
一
主
義
」

や
「
食
育
の
推
進
」「
健
康
寿
命
の

延
伸
」
な
ど
従
来
の
事
業
に
改
良
を

加
え
、
強
化
し
て
い
る
ほ
か
、
残
る

52
事
業
は
新
た
に
展
開
す
る
事
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
で
、「
人
口
減
少
→
地
域
経

済
低
迷
→
地
域
活
力
の
衰
退
→
人
口

減
少
・
・
・
」
と
い
う
負
の
連
鎖
を

断
ち
切
り
、「
産
業（
し
ご
と
）」が「
ひ

と
」
を
呼
び
、「
ひ
と
」
が
「
産
業
（
し

ご
と
）」
を
呼
び
込
む
好
循
環
を
確

立
し
、
そ
の
好
循
環
を
支
え
る
「
ま

ち
」
に
活
気
を
取
り
戻
す
こ
と
を
基

本
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

以
下
で
は
各
基
本
目
標
に
お
け
る

事
業
の
概
要
を
ご
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
『
滑
川
市
総
合
戦
略
』
お
よ
び
『
滑

川
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
を
増
や
す
流
れ
を
作
る

「ひと」が元気
若い世代が子育てに
希望と安心が持てるまちづくり

誰もが健康で
活躍できるまちづくり

■食育の推進
→�家庭、保育所、幼稚園や学校、地域
などにおいて食育による生活習慣づ
くりを総合的に推進するとともに、
地場産食材を用いた伝統的な食の継
承などによる地産地消を推進します。
■生涯スポーツの振興
→�行政と総合型地域スポーツクラブな
どのスポーツ団体が連携し、誰もが
自分の目的やニーズに応じて、気軽
にスポーツを楽しむ機会を市民に提
供することで、本市のスポーツ実施
率のさらなる向上を図ります。

（国勢調査）

30,000人

スス
21,504人
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基本目標２

■�地域生活拠点と地域交通の充実強化
→�心豊かに安心して住み続けたくなる
まちづくりを実現するため、地域交
通の利便性を高めるとともに、災害
による被害を最小限にくい止めるた
めの防護対策や地域の防災活動の担
い手確保、住民の防災意識の向上を
図ります。
■�地域の活性化
→�既成市街地においては空洞化が進行
し、まちの活力の低下、魅力の喪失

■�海洋、山岳観光の推進と広域交通網、
広域連携の強化推進
→�特産品のホタルイカ、海洋深層水、
特別天然記念物のホタルイカ群遊海
面、夕日がきれいな富山湾、壮大な

▲「まち」が元気
心豊かに安心して

住み続けたくなるまちづくり

訪れてみたくなるまちづくり

北アルプスなど、個性ある地域の宝
を磨き上げるとともに、新たな観光
資源の発掘と活用を図り、参加する、
学ぶ、食を楽しむ、心身を癒すなど
の体験型、滞在型観光を推進します。
■まちの魅力アップ推進
→�無料公衆無線ＬＡＮの整備やご当地
グルメの発信、キラリン・ピッカの
活用などにより、本市のイメージア
ップを図るとともに、わかりやすい
観光案内などを行うことで、再び滑
川を訪れたいと思えるようなまちづ
くりを進めます。
■移住・定住への支援
→�本市で生まれ育った人が継続して住
み続けたいと思えるような、また他
市町村の人が本市に住みたいと思え
るような、質の高い魅力的な生活環
境を整備するとともに、定住・移住
のための魅力的な施策を推進します。

が顕著になっています。市民が心豊
かに住み続けたいと思えるように、
まちの魅力と活力の向上に向けたま
ちなか再生などの取り組みを推進し
ます。

基本目標３

■�既存産業に対する支援（地場産業の
高度化・支援 )
→�本市には国内有数の後発医薬品やド
リンク剤メーカーが立地するなど、
薬業が伝統的な地場産業として発展
しています。また、ホタルイカなど
を中心とした沿岸漁業が盛んである
ことから、こうした特徴を活かし、
既存産業の一層の発展を図ります。
■�ベンチャー支援
→�若者やＩＪＵ（移住）ターン者など
の多様な就業希望に応えられるよう、
魅力的な新規企業の誘致を進めるほ

■�企業誘致による地域産業の活性化、
強化
→ �IT�関連や医薬品関連など、富山県に
おける産業集積の特徴（強み）を活
かした企業誘致や設備投資を促進す
るとともに、製造拠点だけではなく
研究開発拠点の形成を目指します。

■企業誘致要件の整備
→�工業用地などのインフラ整備や経済
的支援、販路開拓の支援、人材確保
の支援など、支援体制の構築を図り、
企業が進出したくなるようなまちづ
くりを進めます。

▲「産
し ご と

業」が元気
企業とともに歩むまちづくり

企業が来たくなるまちづくり

か、新たにチャレンジする起業家や
ベンチャー企業を育成し、新しい地
域産業づくりを進めます。
■�人の流れをつくる（多様な就労環境
の創出 )
→�働く意欲のある人が能力を十分に発
揮し、生きがいをもって働くことが
できる職場や、子育てやワークライ
フバランスを尊重して働くことがで
きる職場など、様々な就労希望に対
応できる多様で魅力的な就労環境づ
くりを進めます。

　

滑
川
市
総
合
戦
略
は
、
今
後
５
年

間
の
市
の
施
策
を
ま
と
め
て
い
ま
す

が
、
各
事
業
を
よ
り
良
い
も
の
に
改

善
し
て
い
く
た
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
（
計
画
→
実
施
→
評
価
→
改
善
）

を
取
り
入
れ
、
１
年
ご
と
に
内
容
を

見
直
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
の
な
か
で
、

評
価
の
際
に
は
、「
何
を
以
て
進
捗

と
す
る
の
か
」
を
判
断
す
る
た
め
、

93
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
、
事
業
の
達
成
度
合
い

を
計
る
定
量
的
な
指
標
の
こ
と
で
、

評
価
の
際
に
は
こ
の
指
標
を
基
準
に

市
民
を
は
じ
め
、
産
業
界
、
行
政
機

関
、
教
育
機
関
、
金
融
機
関
、
労
働

団
体
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
代
表
者
で

構
成
す
る
「
滑
川
市
ひ
と
・
ま
ち
・

産
業
（
し
ご
と
）
創
生
総
合
戦
略
策

定
委
員
会
」
で
意
見
聴
取
や
各
目
標

の
達
成
度
を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
の
未
来
は
決
し
て
暗
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
滑
川
を
よ
り

よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
も
、
一
緒

に
な
っ
て
滑
川
を
創
生
し
て
い
き
ま

せ
ん
か
。

よ
り
良
い
事
業
に
す
る
た
め
に

滑川市ひと・まち・産
しごと
業創生総合戦略

ＰＤＣＡサイクル

PlanDo

Check Action

Ｈ27

Ｈ 28 Ｈ 29 Ｈ 30 Ｈ 31

Ｈ72における目標人口30,000人、合計特殊出生率
2.07 人を達成するため、Ｈ 27～Ｈ 31までに取り
組む事業などをまとめたもの

『滑川市ひと・まち・産
しごと
業創生総合戦略策定委員会』

では滑川市総合戦略に掲げた各事業について意見聴
取やＫＰＩに基づく達成度などを検証します

▲

滑川市人口ビジョンにおける長期展望
　（～Ｈ72）

事業実施年度
（Ｈ27～Ｈ31）

●

しゅてきなまちを
ちゅくってね♪

左のＱＲコードから市のホーム
ページにアクセスすると、滑川
市ひと・まち・産

しごと
業創生総合戦

略などをご覧いただけます。
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